
 

【レースの傾向】 

毎日杯は「前走Ｇ３共同通信杯」からの臨戦に注目です。 

↓↓↓ 

【５・０・１・２/８】 

勝率６２.５％ 単回率４７７％ 

複率７５.０％ 複回率１６７％ 

※該当馬は３番ベラジオボンド 



 

過去１０年の３着以内馬３０頭の内 

父：大系統サンデー系が１９頭 

父:ロベルト系が４頭 

父：大系統ミスプロ系が５頭 

 

基本的には父がサンデー系を中心に。 

ただし、回収期待値の面ではロベルト系が一番。 

（単回率２０５％ 複回率１９８％） 

 

また、雨馬場開催となった２２年と２０年の２回では、 

前走の上り３Ｆタイム順位１位だった馬が５頭馬券に絡んでおりました。 

 

今年のメンバーで該当するのは、 

１０番ニュージーズのみですが、前走の直線で 

大きな不利を受けてブレーキをかけた馬にも 

注目したいと考えております。 

 

 

【予想見解】 

◎７番ファーヴェント 

父：ハーツクライ（Ｔサンデー系） 

母父：米ミスプロ系 



 

前走は馬場の内側が壊滅的で、全馬が内を避けていた状況の中、 

直線に入って、伸びない内に突っ込む川田殿らしくないコース取り。 

 

その上、勝負所で不利を受け鞍上が立ち上がる程の急ブレーキ。 

それでもメンバー４位の末脚は使っておりました。 

 

本馬はデビュー戦で松山騎手の評価がかなり高かった馬。 

 

東スポ杯では、まだ緩さが残っている 

良化途上の状態ながらも好走しておりました。 

 

今回は１段階完成度が上がっております。 

前走だけでは決して見限れないポテンシャルを持っていそう。 

 

 

○９番サトノシュトラーセ 

父：ジャスタウェイ（Ｐサンデー系） 

母父：シャンゼリゼ（欧デインヒル系） 

祖母父：ロミタス（独ニジンスキー系） 

母は独オークス３着馬。 

 

ドイツ牝系と父ジャスタウェイの配合馬には、皐月２着のヴェロックス。 



 

また、ジャスタウェイの３歳牡馬は 

当コース３歳戦に９頭が出走して５頭が馬券絡み。 

 

未勝利勝ちのパフォーマンスから考えますと、 

平坦内回りコースが合っているのかも知れませんが、 

ドイツ牝系なので外回りコースへの適性も十分に見込めます。 

 

高速馬場への適性には若干の疑問は残りますが、 

予報通りに雨が降るなら好走確率は上がるでしょう。 

 

 

▲２番ルシフェル 

父：ハーツクライ（Ｔサンデー系） 

母父：米ダンチヒ系 

 

ハーツクライの３歳牝馬の当コース成績は 

５・３・４・１４/２６ 

勝率１９.２％ 単回率１６４％ 

複率４６.２％ 複回率２７５％ 

 

これが雨馬場になると・・・ 

３・１・１・３/８ 



勝率３７.５％ 複率６２.５％に上昇します。 

 

前走の敗戦は、それまでの３戦全てで経験した 

スローペースから一転して持続ラップになった為、 

脚を溜められず末脚が不発に終わった事が原因。 

（これはハーツクライ産駒によくある負けパターン） 

 

今回は、前走で速い流れを経験した事がプラスに働きそう。 

 

 

★３番ベラジオボンド 

父：ロードカナロア（キングマンボ系） 

母父：ドバイデスティネーション（キングマンボ系） 

キングマンボの３×３クロスを保持 

 

父も母父もマイルＧ１馬で、キングマンボも英仏の 

マイルＧ１を３勝しているマイラー色が強い血統構成ですが、 

母はイタリアオークス（２２００ｍ）２着馬なので、 

同じ非根幹距離の１８００ｍに適性があるかも知れません。 

 

前走が共同通信杯は当レースの最強ローテ 

（勝率６２.５％/単回４７７％ 複率７５％/複回１６７％） 

 



その前走は前有利馬場での超スローペース。 

物理的に届かない位置からの競馬でしたので参考外。 

 

血統的に、スローからの瞬発力勝負よりも 

持続力や持久力が活きるような馬場や展開に向いていそうで、 

近年の毎日杯らしい持続ラップなるようなら。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

単勝９番 

馬連・３連複３頭ボックス 

３番・９番・１０番 

 

くまもん馬券 

馬連・ワイド ７－２・３・９ 

３連複フォーメーション２１点 

７－２・３・９－総流し 


